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において， BCGのロ Y ドンの Director，B. Hedleyの LongRange Planning， 




Impact 01 Market Strategies =PIMS (研究)プロジェグトを取り上げ， PIMS 





角度から展開されると ζ ろとなっている。そこでそれらを W.H. Hanの実証




























単位乞事業の成長率 (businessgrowth rate)と相対的な競争的地位 (alative
competition position)ェマーケット・シェアで構成される，すなわち成長
シェア・マトリックスからなる businessportfolio (product portfolioともい
経営戦時請に閏する若干D考察 (2) (269) 3 
う〕でとらえてみることである。 4量れば，第1閃の:"~ <示される130
5回目 高事業成長率・高いマーケヅト"'/'ェア
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以上，われわれは， Hedleyによって BCGの戦略展開のもう一つの柱 PPA






































。G.S.Day，“Diagnosingthe Product Portfolio ". Journal 0/ Marketing. Apri1. 1977， p.31 
5) Ibid.， p.32; R. D. Buzzell et a1.，“ Market share一色 keyto profitability"， HBR， Jan.-
Feb.. 1975， p.102 



























6) Ibid.， pp. 32-33 




























8) lbid.， pp. 33-34. 
9) Ibid.， pp. 35-36 




























10) Ibid.， pp. 3字38
???〔。ー
第133巻第4.5号
であるので，ある意味では， Contingency Theories ともいえるとともに，そ
の魅力度の決定については各企業独自の開発に待たねばならぬし，その場合の
各製品の地位を示すマトリックスは， エノェア/成長マトリヅグスではない，
“n:ne-block diagraIl "が用いられる1130 したがって，これらの二つのアブロ
ーチによる相互補完が，プロダクト・ポートフォリオ分析では必要となろう。




のモテ、ノレが開発きわして雪ている fその某本的特徴は ExhibitI に表示されて
いるが'"省略〕。例えばそのうち図示できる 4つの毛デノレを示すと次のごと
〈なる>3，。
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第4図 (2)ビジネス・プロフィル・









































ポートフォリオの階層構造 (hierarchicalstructure of portfolios)は，製品
ライン〈製品グループあるいは事業部)の V へノレから出発して，一つの SBUs
の製品ミッ Fスをへて，幾つかの SBUsのミックスに進み，会社νベノレに達す
る。これは分析の具るνベノレにおける， 関連する戦略の評価を評 ~. SBUsと
製品ラインへの資源の指定や配分吉岡Jけることとなる (GE U) 5段階アプロー
チ参照)14;)。
このような階層は，全体の会社のためり単 のポ トフォ Hオに対しでかな
りの改善をあらわすが，二重の階層一一国内の階層プラス世界的な規模の階層














14) GEの5段階ポー トフォりオ田アプロ チは，製品，製品ラインj 市場領域(ma.rketsegment)， 
SBU.事業領域 (businesssector)からなる (Ibid.p. 159)。
15) Ibid.， p.159 
16) Ibid.， p.160; G. S. Day，“Diagnosing the Product Portfolio"， Journal01 Marketing， 
April， 1977， p.29 









































程 (analytichierarchy process) (AHP)は， ウェイトについての経営者の査







聞の経営者の trade.off における差異を考慮に入れた) リスク/収益モデノレを
伴いながら，最も固定的である。指導的政策マトリックス〔と製品業績マトり
18) Ibid.， p.161; S. Schoeffer et al.，“Impact of Strategic Planning on Profit Performance "，
HBR， March-Apri1， 1974， p.137 
19) Ibid.， p.161; D. E. Schendel and G. R. Patton，“A Simultaneous Equation Model of 
Corporate Strategy"， Management Science， Nov. 1978， p.1611; Jean-Claude Larrech.e， 
“On Limitations of Positive Market Share-Profitability Relationships 寸'heCase of the 
French Banking Industry~ ， Educator's Conference Proceedings (Ame迂ican Marketing 























































めている BCGの二つの主張のうちの第二の柱， PPAについて， Hedleyの主
2の lbid"p. 165 
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同様に，実証研究に基< W. K. Hallが，“ Survivalstrategies .in a hu:>tile 
environment"， HBR， Sept.-Oct.， 1980 で説く所をまず聞くこととしよう。












































22) Ibid.， p.82 
23) Day.噌 Clt.JPぬ
24) Wind and Marhajan， op. cit.， p.165 





Business Rev国 W によって後援されたフォーチュン1000社の調査においてこれ
らの問題の検討にとりかかり， ιιにその検討の結果を報告するとしているo
順次みてゆくこととしよう。




rpPAの意思のないものJ(no portfolio planning) r会社レベルの分析的計
画の段階でのみ使用し，現実の戦略立案に使うつもりのないものJ(analytic 





ていない (undecidedp. p.)。上述の段階までは行ったが， CBUs の経営者と
の交渉をまだしていない (anassignedp. p.) がそれである。このうちで最も





25) P. Hasp田 laph，“Portfolioplanning: uses and limits"， HBR， Jan.-Feb.， 19821' p. 61 
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次年度目利益田標 1 6 
長期刺益目標 2 1 
次年度の投資計画 3 4 
次年度の売上げ目標 4 8 
長期の売上げ目標 5 3 
長期の資源配分 6 2 
競争の分析 7 5 
実行のための里程標 8 7 


























































れがこのアフローチの成否と 致していた。そこで 3年間で processportfolio 




30) Ibid.， p.68 
31) !bid， Ip. 68 
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有無。 (2)トップがこのアプローチの導入にコミットしている程度。 (3)会社内の
資源の配分に不均衡があり，したがってその変更の必要性の存在。 (4)これまで































































(R. H. Hayes and S. C. Wheelwright，“Link manufacturing process and 
produet life eydes "， HBR. ]an.-Feb.， 1979; N. K. Dhal1a anrl S. Yuspeh， 
“Forget the product life cycle conceptぺHBR， Jan.-Feb.， 1976; Journal 








“content a pproach 刃に属するものであるC とすると，この問題で残された諸
点の再検討も含めて，今日の戦略論の解明のために必要な考察は，なお少くな
いこととなるが，それらへの論及は稿を新たにして 即ち考察 (3)以下にお
いて一一一行うこととしたい。
